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安田好文

1948年 4月愛知県生まれ

学　　歴
昭和 46年 3月 東京教育大学体育学部卒
昭和 53年 5月 名古屋大学総合保健体育科学センター共同研究員（現在に至る）
昭和 57年 7月 名古屋市立大学医学部第二生理学教室研究員（平成 18年 3月まで）

学　　位
平成 4年 12月 博士（医学）の学位授与　　名古屋市立大学

職　　歴
昭和 46年 4月 愛知県立高等学校教諭（昭和 53年 3月まで）
昭和 53年 4月 豊橋技術科学大学工学部助手
昭和 55年 6月 豊橋技術科学大学体育・保健センター講師
昭和 58年 4月 豊橋技術科学大学体育・保健センター助教授
平成 6年 5月 豊橋技術科学大学工学部教授
平成 9年 4月 豊橋技術科学大学体育・保健センター長（現在に至る）
平成 11年 4月 豊橋技術科学大学体育・保健センター教授（配置換え）
平成 22年 4月 豊橋技術科学大学総合教育院教授（現在に至る）
平成 22年 4月 豊橋技術科学大学機械工学系教授併任（現在に至る）

昭和 54年 4月 愛知大学非常勤講師（平成 24年 3月まで）
平成 7年 6月 名古屋市立大学医学部非常勤講師（平成 18年 3月まで）
平成 18年 6月 豊橋市生涯スポーツ市民会議委員（現在に至る）
平成 24年 4月 公益財団法人豊橋市体育協会理事（現在に至る）
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